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はじめに

高 齢社会を迎 え， 活動的な 高齢者が増加 するに

つ れ， 高齢者 を対象とした手 術機会鈷多く なって

いる． 泌尿器 科領 域において は， 従来より 前立腺

疾 患や膀胱疾 患など高齢者 を対象とする疾 患が多

く， したがって 手術症例に占 める高齢者の 比率も

高 い
．

高 齢者の季 術を考支る 際には， 手術適応 と術式

の選択淡問題 となる
．
麻酔技 術， 手術手技 の進歩

に伴い， 種々 の疾患において 手術適応カ
書拡 大され

て いる．
一方
，
よ り安全 で非侵襲的な手技， Ｑ

ＯＬ

を重視した治 療法の選択 が望 まれている
．

最近の当科 における高齢 者手術症例 の現況を報

告し， 泌尿器 科領域にお ける 高齢者手 術の傾向に

つ い て 概 説 す る．

１
．
東 京女子 医夫 泌尿器 科に おけ る高 齢老 手術

の比重

泌尿器科領 域で手術対 象となる疾患 は小児の形

成手術か ら老 人の排尿 障害，悪性 腫瘍まで幅広 い．

しかし従来よ り， 泌尿器 科は高齢者 を対象に治療

を行うイ メ ージが強い
．
泌尿 器科領域 において，

どの程度揮齢 者の手術淡 行われている か， 検討 を

行 つ た．

１９８４年 １月 から１９９３年１２月 までの１０年間に東京

女子医大 腎臓 病総合医療 センターに入 院し， 申央

手術室 で行った 泌尿 器科 領域 の手 術件 数 は遂，２６９

件 で あ り， ６５歳 以 上 は１，
０２３件 （２４．Ｏ晃） で あ っ た

包朱あ
入廃手術例 ＥＳＷＬ

ｎ
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図亘 最 近１０隼 間 の粟 京 女 子 医大 腎 臓 病総 合 医 療セ ン

タ ー に 捌 ナる 泌 尿器 系 高 齢 者 （６５歳 以上） 手 術の 鈍

率

６５歳 以 上 の 入 院 手 術 例 は１，０２３件 で 全 手 術 件 数 の

２考．０％ を占 め る． 主 に 外 衆 で行 わ れ てい る 体 外衝 撃

波 結 石 破砕 術 （ＥＳＷＬｌ に お いて は８． 蝋 で あっ た．

（図 互）． 年 齢 分 琉 を 図 ２ に 示 す． ６５～７９歳 ま で カ
ミ

犬 部 分 を 占 め， ８０歳 以 上 の 手 術 症 例 は１２９例

（３．Ｏ％） で あ っ た．

表１に 各年の手術件 数と６５歳以上の 高齢者の手

術件数 を示す． ６５歳以 上の占める比率 は年々 増 加

傾 向 に あ る．１
９８６隼 ま で は至０％ 台 後 半 で あ っ た が，

そ の 後 土 昇 し２５％ 前 後 を 推 移， １９９３年 に は３近．５％

となり， 手術 件 数の工／３以土 を 占め るに 至って い

る
．
今 後， 窪 す ま す そ の 傾 向 が 強 象 る も の と 思 わ

れ る
．

ま た泌 尿器科の代表 的疾患の一つ である尿路 結

石症に対 しては， 近 年， 経皮的驚切 石術（ＰＮＬ），

経尿道 的尿管砕石術（ＴＵＬ），体外衝 撃波結石破 砕

術 （鴎 ＷＬ） な ど非観 斑的季術カ注 流である１）２〕
．
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表 １ 最 近１０年 關の 泌 尿 器系 手 棚こお ける６５歳 以 上 の

頻 度 （１９８里～互９９３年）

４１３

噌薮よ６５～６９ ７０～ ７４ ７５ 杣ア９ ８０～ ａ４ ８５～ ８９ ９０～

隼齢

図 ２ ６５歳 以 上の 季 術症 例 の 年 齢分 布

６０，７０歳 代 が犬 部 分 を当 め，８０歳 以 土 は１３⑪例（１２、王％）

で あっ た．８０歳 以 土 が 全手 術 症例 に 占 める 割 禽 は３．θ％

で あ っ た．

そ れ らは 圭記 入院 手 術統 計 か ら除 外さ れ て いる

が， １９８９年 から 行わ れて いる ＥＳＷＬ に つい て み

る と６５歳以上 の症例は５９５例中５０例（８．４％）であっ

た （図 １）
．

２． 手 術の対象疾 患

泌尿器科領域 において は膀胱， 前宜腺 疾患， 尿

路悪性腫瘍な どカミ手術の雄 象となる
．
泌尿器科領

域 の高齢者季 術の特徴と して， 手術治療 の対象が

悪 性腫瘍に偏 らず， 良性疾 患の占める割 舎も多い

ことがあ げら れる
．
腎機能 の保持や排尿 障害の改

善 など
， より 良い社会生活 を行うための 治療の一

つ として手術治療カ§選択さ れる場合も多 い． 特に

老人 の排尿障害 の治療は， 高 齢栓会を迎 えた わが

国 において， 今後ますます 重要になって いく もの

隼 手 術 件 数 ６５歳 以 上（％）

入 院手術

１９８４ ４７２ ７７（１６．３）

玉９８５ ３９５ ７５（１９．Ｏ〕

Ｉ９８６ 仙５ ８０（１８Ｉθ
）

王９８７ 些６３ １２在｛２６．８）

１９８８ 垂８９ ユ２３（２５．２）

１９８９ 紹０ １０２（２３．２〕

１９９０ ４３５ １１３（２６．Ｏ〕

１９９１ ３４４ ８４（２４．４〕

１９９２ ４１８ １１８（２８．
２〕

１９９３ ３６８ １２７（３４．５∋

総 計 壬
，
２６９ １

，
０２３（２４

．
Ｏ）

外来ＥＳＷＬ

１９８９

５ ５９５ ５Ｃ（ ８．４）

ユ９９３

そ の 他

獲嚢内容 副腎
７６％ 蟹蘭

警孟尿警

８．２ ％

誌立膿

騰胱

昨 １，０フ３

１９８４～１９９３

図３ 萬 齢者 泌 尿 饗季 術 の 対 象 麟器

箭 立 腺 疾 患 が 最 も 多 く毫王．６％ を 占 め， 続 い て 膀 胱

（１８
．
９％）
，
驚 臓 （三７．５％

）
， 腎
孟・尿 管 て８，２％） で あ っ

た． 当 セ ンタ ー の 特長 と して上 部 尿 路 疾患 の 比 率 の高

い こ と が あ丑ヂら れ る
．

ｎ阯 １０７３

１９８４～１９９３

非腫瘍憧疾怒

２２２例 く２０．７％）

腫 蕩 ８５ 棚 （７９．３％）

塞…挺量擢；変姜 ４４４侮』 （５２．２９名）

ｊ≡≡憎…凄重事募 ４０７傾』 （４７．８％）

腎 移 植 ドナー

尿路結石症

尿道狭窄

鼠 径 ヘ ル ニア

水腎症

腎虹轡異常

その他

８毒例里 く７．８％）

６０例 （５
．６
％）

１２假』く１．１
９名∋

７例 （Ｏ．７端）

５例 くＯ．５先）

３修０ （Ｏ．３９名）

５１例

腎獲蕩

腎孟尿管獲瘍
臓胱腹傷

前立腺腫瘍

肥汰撞

繕

その他

７５例 （ア．Ｏ％）

３５傾正 く３．３
９名）

２０７傾』 く１９．３９る∋

５１５循辿 （毎８
．
０９｛）

３９６例 （３６．９
％）

１１９修自 （１１．１％）

１９領一 （ １．８
㌶）

図 ４ 高 齢者 泌 尿 器 手術 の 対 象疾 患

腫 瘍 性 病 変 が７９．３％を 占 め， そ の 半 数 （５２，２％） が 悪 牲腫 瘍 で あ った． 悪性 腫 瘍 と し

て は 勝 胱 癌 （１９
．
３％）
，
前 並 腺 癌 （１１

．
１％），

腎 腫 瘍 （７．０％）， 腎 孟 ・ 尿 管 癌 （３．３％）

であ り， 良 健 腫 瘍 はほ と ん ど前 立 腺魍 大 症 で あっ た． 非 腫瘍 牲 疾 患と し て は腎 移 植 ド

ナ ー， 尿 路 結 石 症 が 多 い．
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驚 移植 ドナー

１１．２％
（ｎ＝ ７５２）

む
結石 く后ＳＷＬ）

８．４％ （ｎ
白 ５９５）

む
腎細胞癌 尿路土皮癌

２６・８％ （・三 ２８０） ７９．慨 １。一３０６）

① ９１
図５

ＢＰト１

７４．３％ （ｎ
，５３３〕

前立腺癌
７６．３％ （鉋３１５６）

筆丸腫蕩

１０．Ｏ％ くｎ！ ４０）

①
主な泌尿 器 手 術症 例 に みる６５歳以 上 の 比 薬

前立 腺 疾 患 ㈱ 大症， 癌）， 尿 路 上 皮腫 瘍 （膀 胱， 腎孟， 尿 管 癌） にお い て 手 術症 例 の

３μ が６５歳以 上 で あっ た．腎 腫 瘍や 翠 丸腫 瘍 に お いて は６５歳 以 上 の 占め る 翻 合 は多 く な

い
．

と 考 え ら れ る
．

図 ３， ４に最
近１０年問の６５歳以 上の手術 （入院

手術 およ び ＥＳＷＬ）の対象臓器 と疾患を示 す． 対

象臓器 として は前 立腺が４！．６％ と圧倒的に 多く，

膀胱（１８．９完）， 尿 道とあわ
せる と下都尿路 の手術

が全 体の約６割 を占めている．
また当科の 特徴と

して 腎臓の手術 洲７．５％と頻度の 高いことカ
ミあげ

ら れる． 腎
孟尿管 を含めた上部尿 路の手術 は全体

の 約１／雀に 行 わ れ て い る
．

対 象疾患をみる と， 麗瘍が７９．３％， 非腫 瘍性疾

患が２０．７
％であり， 腫瘍性病変の 治療カ注 体であ

るこ とを示してい る
．
しが し腫瘍 のうち良 性腫瘍

が４７．８％ と 約 半 数 を 占 め て お り， そ の 多 く は 前 並

腺肥 大症で， 先に も述べたよう に泌尿器科領域 の

高齢 者手術の特徴 の一つと考 えられる． 一 方， 非

腫瘍性疾 患では腎 移植ドナー と尿 路結石症 の頻度

が高 い． この点につ いては手術適 応の拡大 という

観点 で再度述べる．

わ れわれの施設 における主な 泌尿器疾患手 術例

に占 める６５歳以上 の割合を図５ に示す． 悪性 腫瘍

につ いてみると尿 路上 皮腫瘍（７９．夏％）， 前立 腺癌

（７６，３％） では６５歳以土 の症例が３／４以上を 占めて

おり， 高
齢者の代 表的疾患と考 えられる．

一方，

腎細胞 癌にお ける 高齢者の割合 は約１μ，撃丸 腫瘍

で は１割 であった． 良性疾患 では， やはり 前立腺

肥大症 において７近．３％と６５歳以上 の高齢者 の占め

る割 合が圧倒的に多 い． また腎 移植 ドナー におい

て は撮 近１０年 問の７５２例 中， ６５歳以 土 の高 齢者
が

表２ ６５歳 以 上 の 高鱗 者 の 事循 術 式

腫 瘍１こ対 す る 手 術

副腎摘出術

根治的腎摘出術

腎都分切除術

驚孟尿管全摘術

膀胱全欄艶術

諒立腺全摘出術

被膜下前立腺摘出薇

骨盤内臓器全摘術

膀胱部分切除薇

？ Ｕ Ｒ・Ｂｔ

Ｔ Ｕ Ｒ－Ｐ

高位除筆術

睾丸摘出飛

そ の 他

非 腫 瘍 惟 疾 患 に 対 す る 手 術

単縄腎摘出術

（ドナ ー 含 む〕

ＥＳＷ Ｌ

腎孟尿管切石衡

尿遺切開徽

ヘ ル ニ ア 根 治 術

陰嚢水腫摘銘術

そ の 他

８５蜘

粥
７欄

７例

３０例

６２例

３亀例

１８例

２例

１ユ例

玉２９例

３９１例

追例

７１例

２Ｃ例

２２２繍

工０９例

５０例

８例

１５例

〃例

５例

ユ８例

１１
．
２％ を 占 め て お り 最 近 増 加 傾 剛 こ あ る．

３
．
手 術術式ど麻酔

高齢者の手術 においては， 加齢に伴う諸 臓器機

能， 特に循環・ 呼吸機能が 問題 となる． 術 前より

高血 圧や循環機能 障害， 呼 吸機 能障害を合 併する

例 が多く， 根治性 よりも 術後の ＱＯＬ を 重視 して

術式 が検討さ れる ことも多い
．

今 回われわ れカミ対象と した６５歳以上の高 齢者の
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手 術術式一 覧を表２に示す
．
最も特徴自勺なことは

経尿道的な手 術が多く， 全 体の約半数 （遂８．５％）

を占めている
．
泌尿器科領域 における 内視鏡手術

の 歴史 は 吉 い が， 最近 の 治療 機 器 の 開発 によ り

い っそう盛 んになってきて いる． 前立腺肥 大症手

術 の多くが経 尿道的な内視 鏡下手術 で行 われてお

り， 膀胱腫 瘍， 尿道疾患の多く も適応 となる． 最

近 は下部尿 路疾 患ぽかり でなく， 尿路結 石
症や腎

孟尿管移行部狭窄など上部尿路の良性疾患に対し

て も尿管鏡や 腎孟鏡を用いた 手術手技 が工夫され

て いる一凋）
．
また 腹腔鏡 を用 いた後腹膜 腔手術 （副

蕎摘出術， 腎摘 出術， 骨盤内リ ン
パ 節郭清術な ど）

も 盛 ん に 行 わ れ る よ う に な っ て い る カミ
４〕
， 高 齢 者

を対象と した 術式として は象だ評価不能 である．

４
． ８０歳以上の高

齢者手術の検 討

さて最近 の高齢社会にお いて， 何歳 がら高齢者

とするか， 議論の分か れる ところで ある． 今まで

述べてきた よう に， 泌尿器 科領域にお いては比較

的高齢者 を対象とした治療 を行う機会 が多い． 泌

尿器科領域 の手術の場合， ８０歳以上 でまとめてい

る 文 献 が 多 く み ら れ る５）窃）．

今回， わ れわれの教室の 検討では８０歳 以上の手

術 症 例 は１２９例， 全 体 の３，０％ で あ り， ９０歳 以 上 の

症例 は ５例 で 最 高齢 者 は９７歳， 膀 胱 癌 の患 者 で

あ っ た． 図 ６ に ＥＳＷ Ｌ を 行 っ た １ 例 を 含 め た８０

歳 以圭の高 齢者手術１３０例の疾 愚を示す．
腫瘍性病

変 が９２．３％ を 占 め， 悪 性 腫 瘍 が迫３．Ｏ％， 前 立 腺 肥

大 症 が雀３．７％ で あ っ た．

過去の 報告５）引をみる と，
８０歳以土 の高齢者の手

術において は前立腺肥大症 と膀胱腫 瘍が７０～９０％

を占めてお り， 経
尿道 的手術の比重カ塙 いことが

指摘さ れて いる
．
その 他も泌尿器科 的小手術が多

く， 大部 分
が腰椎麻酔や局 所麻酔な どで行わ れて

い る
．

今 回のわ れわれの症例 の麻酔法 を図７に示す．

泌尿器科領域では下都尿路疾患が手術の対象とな

るた め， 硬膜 外 麻酔， 腰 権麻 酔 の 頻 度 が高 く，

６５～７９歳 で５６．９
％
， ８
０歳 以 圭 で は７７．Ｏ

％ を 占 め て

い る
．
し が し 全 身 麻 酔 下 の 手 術 も６５～７９歳 で

遂１．１％， ８０歳 以 上 で２１．５％ に 行 わ れ て い る． 当 科

にお ける 高齢者手術に 占める全身麻 酔下の手術頻

非腫瘍性疾患
７．７ ％

煎立膿腱大症

腎細胞癌

３・８％ 甑 尿 鵠 ３．８％

膀胱痩

前立膿瘤

１０
．
Ｏ％

ｎ １ ３０

図 ６ ８０歳 以上 の 高 齢者 の 手 術症 例

前立 腺 疾 愚カま５３，７％ と過 半 数 を占 め る． 展 路 上 皮癌 の

比率 も２９．２％と 融 ・、 ８０歳 以上 の 手 術 の場 合， 非腫 瘍

一隆ヨ芙基ま｝ま轟づ ずカ｝７
．
７％丑こす ぎ な㌔〕

．

腰 雄麻 酔

８．７ ％

硬膜 外麻 誰

４８．２ ％

全 身麻 酸

４１．１ ％

８．５ ％

６８
．
５ ％

２１．５
％

６５～７９才 ８０才 以 上

ｎ三 ８９４ ｎ－ １３０

図７ 高 齢 者泌 尿 盤 科手 術 の 麻酔

泌 尿盤 科 領 域の 手 術１こお い て は硬 膜 外 麻 酔， 腰 椎 麻酸

の 頻度 が 高く， 高 齢 者 でそ の 傾 向が 強く なる． ６５～７９

歳 に お け る 全 身 麻 酔 の 比 率 は屯１，１％， ８⑪歳 以 上 で は

２１，５％ で あ っ た．

度 は諸家の 報告に比 べ圧 倒的に高く， 当院にお け

る対象疾患 の性格， 麻 酔技術の高さ を示すもの と

考 え ら れ た．

疾 患
，
手 術 術 武， 患 者 の ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ ｓｔａｔｕＳ

（ＰＳ） により手 術治療の適応 には 自ずと 限界が あ

る．
表３ に泌尿器科領域 の代表的な 疾患， 術

式別

の最高齢 者の年齢を 示す
．
多くの症 例で８０歳以上

の症例 に対しても手 術が行われてい る． 特に悪性

腫瘍につ いて， わ れわ れは予後が１ 年以上期待 で

きれ ば手 術適応と考 えて おり， 可能 な隈り根治手

術を行っ ている． 実 際の手術時の最 高
齢者は９７歳

の男性 で， 膀胱腫瘍 に対して膀胱部 分切除が行わ

れた． 同じ膀胱腫
瘍 でも膀胱全摘術 は８３歳カミ最高

齢であ り， 手術術式 の選択に年齢 的要素カ
ミ影響 し

て い る こ と は 否 定 で き な い．

このよう に８０歳以上 の高齢者１こ対 しても安全 に
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１２８

嚢 ３ 泌 尿 器 科領 域 の 主 な手 術 の 最高 年 齢

疾 患 手術術 式 最高 年齢（歳）

悪性 腫瘍

驚 纐 胞 癌 娠 治 駒 腎 摘 出 術 ９０

腎 孟 尿 管 癌 腎尿 管 全 摘 出 術 ８９

漉 胱癌 膀 銑全摘艶循 ８３

騒 跳部分切除術 ９７

前 立 腺 癌 詑 立 腺 全 摘 術 ７８

ＴびＲ ８９

良後疾 患

腎移櫨ドナー 単純 腎摘出術 ７８

腎 繕 石 腎 孟 切 石 術 ７９

ＥＳＷＬ ８０

勝 跳 緒 石 癖 胱 切 石 術 ８８

前 並 線鯛 大 症 被 濃 下 摘 出 衛 ８３

ＴＵＲ ９昼

手 術 淋行乏るよう になった理 菌として， ま ず対象

とな る高齢者の体カ 向圭，手術手技の 進歩のほか，

第一 に術前術後の 管理も含めた麻 酔技術の 進歩カミ

あ げ ら れ る． 今 後， 蒙 す 蒙 す 高 齢 者， 特１こ循 環 ・

呼吸機 能に障害 を有する手術対 象症例が増 えるも

のと 考えられ， 麻 酔科の先生方 にさらなる ご協 カ

を 願 う こ と に な る も の と 考 え て い る．

５． 泌尿器科領域１二おける高齢考手術の今後の

展望

この項 では泌尿器 科領域にお ける高齢者手術 と

し て こ こ ま で 述 べ て き た こ と の ま と め と し て， 今

後の展望 について 私見を述べたい．

先にも 述べたよう に， 高齢者手 棚こおける一 番

の問題点 は加齢に伴 い諸臓器の機能カミ低下 して い

る こ とで あり， その 結 果，
根 治 性の 追 及 よ り も

ＱＯＬ を 重視した治療の 選択カ§行わ れている．特 に

良性疾患 において は，
より手術侵襲 の抄ない術 式

赫開発さ れ， 普及 して ゆくものと考 えられる．

老人泌 尿器 科の代表 的疾患である 前立腺肥犬症

を例に季 術療 法の変遷 についてみる と， １０年ほ ど

前までは観血的外科手術 （前立腺被膜下摘出術）

が主流で あっ たカミ， 現 在ではほと んど内視鏡によ

る経尿道 的前立腺切除 衛 （ＴＵＲ・Ｐ）カ§行われてい

る豊）η、 さ ら に 最 近 で は， ｈｉｇｈｒｉＳｋ な 患 者 に 対 し て

より非侵襲 的な治療法 であるレー ザー 装置を用い

た 前 立 腺 切 除 術， Ｔ ＵＬＩＰ （ｔｒａｎｓｕｒｅｔｈｒａｌ

ｕ呈ｔｒａｓｏｕ ｎｄ・９口ｉｄｅｄ ｌａｓｅｒ－ｉｎｄむｃｅｄ ｐｒｏｓ・

ｔａｔｅｃｔｏ㎜ ｙ） や Ｖ Ｌ Ａ Ｐ （∀ｉｓｕａ玉１ａｓｅｒ－ａｓｓｉｓｔｅｄ ａｂ玉ａ－

ｔｉｏｎ ｏｆ ｔｈｅ ｐｒｏｓｔａｔｅ） な どカ 澗 発 さ れ て い る７）．

奉学において ば ＶＬＡ盲 療法 が採 用されて おり，仙

骨麻酔下 に， ほとん ど出血なく行わ れており， 本

法は外来にお いても治療 可能な術式 である． その

結粟， 高齢者 で心疾患や呼 吸器 疾患， 脳並 管障害，

糖尿病な どの 合併症を有す る症例にも， 安全に排

尿障害を治 し，ＱＯＬ の 改善カ
ミ可能となっ てきてい

る
．

同 様にこの１０年間の尿 路繕石治療漆の 変遷も大

き く２〕， 本 学 で はユ９８５ 年 よ り ＰＸＬ， Ｔ ＵＬ な ど 内 視

鏡手術カ注 流となり， 観並的尿路切石手術が激減

し，１９８９年に ＥＳＷＬ が導入さ れた 後は， ほとん ど

の尿 路結石症例 は外来にお いて体外衝撃 波で治療

さ れるように なっ た．
その 緒果， 高齢者も 治療の

適 庵と なり， 前述の ごとく 鴎 ＷＬ に おいて６５歳

以上 の症例は８．４％ を占め，８０歳 の症例に対 しても

治 療 可 能 と な っ た．

また 腎移植にお ける腎提供 者 （ドナー） の高齢

化も 最近のわ れわ れのセ ンタ ーにおける祷 徴の一

つ である
．
６５歳以 圭の生体 腎提 供者はｎ

．２％
を占

め， 本邦にお ける 最も一般 的な腎提僕のパタ ーン

である親子間の疵縁生体腎移植の現状を良く現し

てい るものと推測さ れる
．
高欝 者ドナーの適 否に

ついて は異論もあ るが， 今ま でのわれわれ の経験

で は術後腎機能 が間題となっ花 症碗はなく， 社 会

的適応 として許容さ れるもの と考えている
．

こ のよ うに良性疾 患において は治療技術， 治 療

機器 の進歩に伴い 手術の適癒が 拡犬しており， 今

後ま す塞す その 傾向が 強くな り， 患者 の ＱＯＬ を

重視 した 治療の選択 が行わ れて 頓く ものと考 乏て

い る
．

お わりに

泌尿器 科領域にお いては，従莱より前立 腺疾患，

膀胱 疾 患な ど高 齢者 を 煎象 と した 手 術機 会 が多

く， 高齢 栓会を迎 えた 今日， 窪す ます高齢者の 手

術は増加 傾向にある． 単に寿命 赫延 びただ けでな

く， 活動 的な高齢者カ
ミ増カ叱， 従来 放置されて い

た聞題の 改善カミ必要 となってきたた めである． 悪

性 腫 瘍 に 滋 す る 根 治 性， 患 者 の ｐｅｒ
ｆｏｒｍａｎｃｅＳｔａ－

ｔびｓ（ＰＳ）， ＱＯＬ に配慮 して， 今後さ らに手術適応
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の 拡大や手術術 式の改良に むけて努カす ることが

必 要 と 考 え て い る．
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